Drechsel Symposium・2000に参加して by 林 哲三
高岡短期大学紀要 第1 6巻 平成1 3iF7月
Bull Takaoka Nado n al College, VoL16.July2001
Dr e chs el Sympo siu m ･ 2000に参加 して
第1回国際木工 ロ ク ロ ･ シ ン ポ ジ ウ ム は ､
2 00 0年8月2日 ( 水) 午前9時 ドイ ツ連邦共
和国ザ ク セ ン州 オ ル ベ ル ン ハ ウ市の 会場広場
で ､ 世界12ヶ 固か ら の ロ ク ロ 師と ドイ ツの 各
地 や地元の 関係者や参加者約3 0名 の 人々 を
集め ､ その 成果が大きく期待されるな か ､ 盛
大に 開会の時を迎 えた ｡
開会式が 行われたの は ､ メ イ ン会場ザイ ガ
- ヒ ュ ッ テ ン ゲ レ ン デ ･ オ ル ベ ル ン ハ ウ ･ グ
リ ュ - ン タ ー ル広場 ｡ こ こ はオル ベ ル ン ハ ウ
市の 市街地 か ら5k m 程郊外に ある所 で ､ 中
世 の非鉄金属冶金学関係の 資料や建物が保存
されて い る史跡 で ある ｡ その 広場 の テ ン トの
中で , オ ー ス ト ラ リ ア ､ ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド,
イ ン グ ラ ン ド , フ ラ ン ス ､ オ ラ ン ダ , ス イ ス ､
オ ー ス トリ ア , 日本 , ドイ ツ など各国の 木工
ロ ク ロ 師や多く の 開催関係者が集 い ､ なごや
か に 歓談する なか 行な われ た c 私 も大勢の
人々 の一一 員と して , こ れか ら 行われる催し物
や木工 ロ ク ロ 実演の 期待 と自分が実演する こ
と の不安感が 入り混 じ っ た気持ち で ､ 式が始
まるの をい ま遅 しと待ちわびて い た ｡
初めに , こ の エ ル ツ 地方の民族衣装を身に
着けた音楽隊の マ ー チ の 演奏が開会の 雰囲気
を盛り上げる ｡ 引き続き司会者 か ら ､ ザ ク セ
ン州首相 の代理として ､ ク リス テ ィ ー ネ ･ ウ
ェ
ー バ ー 大臣､ オ ル ベ ル ン ハ ウ市長の シ テ フ
エ ン ｡ ラ ウ プ博士 ､ エ ル ツ中央貯蓄銀行頭取
の 順 で紹介があり ､ それぞれの方 々 の 挨拶が
続 い た ｡ 挨拶で は この シ ン ポジウ ム が こ の地
で 開催される こと の意義, 外国の 木工 ロ ク ロ
師と地元の 木工芸製作者と の掛け橋と なる こ
との 期待､ また こ の地方にお ける木工 ロ ク ロ
産業 の歴史や現状などが語られた ｡ そして最
後に 貯蓄銀行頭取か ら , シ ン ポジウ ム の責任
者で ある ロ ル フ ｡ シ ュ タイ ナ ー ト氏に今回の
プロ ジ ェ ク トに対す る資金融資の 目録が手渡
された ｡
オ ル ベ ル ン ハ ウは ､ 現在 の統 一 され た ドイ
ツ 連邦共和国の 中で は東の 端に 在り ､ ザク セ
ン州の 州都 ド レ ス デ ン か ら西南へ 約75km の
所に 位置 し ､ エ ル ツ 山地 と呼ばれて い る地方
の ほぼ 中央にある ｡
こ の 町の 東側は ､ 小さな川を挟ん で ､ 隣国の
チ ェ コ と国境を接して い る ｡
エ ル ツ 山地 は高い 所で も海抜800メ ー ト ル
ほど しか なく ､ 刈り取 っ た後の 茶色の 麦畑や
放牧の ための 草原 ､ トウ ヒ やカ ラ マ ツ ､ モ ミ
などの 針葉樹ま たナ ラ ､ タ モ ､ カ エ デ など広
葉樹の こ ん もり した森や林 , 道路沿 い に は ､
ボ ダイ ジ ュ や トチ ノ キ , な どの 並木 が続く ｡
そ して ､ 人工的な茶色や緑の 斑模様の 景色 が ,
なだらか な山並み に 沿 っ て 見渡すか ぎり続く
な か ､ ひ と きわ高く尖 っ た教会の 屋根を中心
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に レ ン ガ色 した屋根の 家並み がひ と か たまり
に 連 なり ､ あちら こちら に 集落と して 点在す
る ｡
こ の風景は ､ ア ル プス 山地を除 い た ヨ ー ロ
ッ パ 大陸の 国々 に 見られる ｡ 特に ドイ ツは樹
木を大切 に思う心 で森や林をつ くり ､ そ して
それを培 っ てきた o そ して ､ ドイ ツ に は過去
に , 人と森とに おける ､ 利用と育成の 厳 しく
長 い 歴史があり ､ その こ とが町の 景観や日常
生活の な か で あらゆ る所に ､ 樹木や木材と の
関わり へ の 配慮とな っ て表われて い る ｡ 例 え
ば車道 と 歩道 と の 間 ､ ま た 小 さ な 公 園 に
も 多く の 樹木が 植 え ら れ , そ の 日 陰 の 下
で コ ー ヒ - などを飲み な が ら 人が憩 う姿を
よく見か ける ｡ また駅や ､ 公園などの 公共施
設に お い て も, ベ ンチ ､ 手すりなど木材を使
用で きる個所は極力 ､ 木材が利用され , さ ら
に 食事に 使用す る食器類､ テ ー ブ ル や椅子 ､
棚や収納家具の 類にも木材へ の こだわりは日
本より強 い よう に 見受けられる () こ の よう な
事柄か らも , 木工 ロ ク ロ ∂ シ ン ポジウ ム が ド
イ ツ で 開催された理由が伺 い 知れる ｡
オ ル ベ ル ン ハ ウは ､ 現在人口 約12000人 で ､
海抜45 0m の と こ ろに 在り ､ 小高 い 丘陵に 囲
まれ ､ 町の 中央 に は小川が流れ ､ その 谷あい
の 平地 に こ じんまりと家々 が寄りそ っ て い る
感じの 景観を持つ 閑静な町で ある o 町の中心
部 はほ とんどが 二 ､ 三階建て ほどの レ ン ガや
石造り c 木の 枠を表面に 出した昔なが らの 切
妻屋根の 家や ホ ー ル ､ 工場､ 倉庫などの建物
が石畳の 道路沿 い に連 な っ て並ん で い る ｡ そ
の 中心部に 一 際高く尖 っ た屋根の 鐘楼をも っ
た簡素な造 りの 教会が あり ､ そ の 周辺 に は
木々 の茂 っ た公園が広が っ て い る ｡ また こ の
町に は ､ エ ル ツ地方で最も大きな都市ケ ム ニ
ッ ツ か ら オル ベ ル ン ハ ウの 約10km先 の ネウ
ハ ウ ゼ ンまで鉄道が敷か れ ､ 一 日に4 本ほ ど
の列車が通 っ て い る ｡そ して町の 周辺部には ､
各国の 自動車メ ー カ ー 販売店や木工 メ ー カ ー
の 工場や事務所など現代的な建物 が点在 して
い る ｡)
15世紀噴 こ の町は銀 ､ 鋼 などの 非鉄金属冶
金鉱業 の 中心地 的役割 を果た して い た ｡ ‡采
掘 ･ 精錬された銀は貴金属製品や食器製品に
加工 され､ 鋼は宗教的な建物､ 大聖堂などや ､
ホ ー ル の 建物の 屋根を青く材料と して盛ん に
使われ繁栄を続けた ｡ し か し ､ それも長く は
続 か ず､ 産業革命後は しだ い に 衰退 して い っ
た ｡
こ の エ ル ツ地方に 住む 人々 は ､ 古くか ら畑
を耕したり根畜などの 農業や森や林など で働
く傍 ら ､ 余暇 に豊富 に ある木材を使 い 日常生
活で 使用する道具類や工芸品を作り生計の 足
しに して い た {〕 そ の 中に 木工 ロ ク ロ 製品も含
まれて い た ｡ 木工 ロ ク ロ 技術は ､ 他の 地方か
ら導入 された物 で なく , もと もと この 地 で盛
ん で あ っ た採鉱冶金産業の なか に技術的な要
素と して 含まれて い た ｡ 鉱山か ら採掘 し た鉱
石を ､ 川の 水を利用 して 水車を回 し その 回転
の 動きを上下運動に 変え ､ 臼の 中で 細かく砕
き , そして熱を加 えて精錬される c こ の 水車
の 回転機構を利用 して ､ 木工 ロ ク ロ の 技術が
考 え出されと推測される ｡
繁栄 をもたら し た冶金鉱業にも陰りが見え
て き た19世紀噴か ら ､ オ ル ベ ル ン ハ ウ で は木
材を用 い て生活用品の 家具や器物 ､ 玩具など
を つ く る こ と が盛 ん に 行われ るよ う に な っ
た o その 中で ､ ヘ ル マ ン , カ ー デ ンや優れた
木工 ロ ク ロ職人たちなど , 木工 ロ ク ロ を専門
と する人々 が現れ, 次第に 盛ん にな っ て い っ
た ｡ 19世紀後半に は ､ 他の 産業同様に電力を
使用するよう に なり ､ 一 段と 生産量も向上し
て い つ た( ) そ の 後 , 後継者 にも恵まれ , 家具
の 飾り線 , 階段の 頂飾 ､ つ け柱 , 鏡や ソ フ ァ
ー 装飾, タ ン ス や机の 脚 , など多様な範囲に
広が っ て い っ た ｡ 第1次 ､ 2次世界大戦の 最
中に お いて も , オ ル ベ ル ン ハ ウ の銃器工場で
不要に な っ た銃床 の廃材である ク ル ミ材 など
を使 い ､ 木工 ロ ク ロ 職人たちは玩具や鉢 , 皿 ,
盆 ､ コ ー ス タ ー ､ 蓋付きの 小容器など平和的
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日用品を作 っ て い たの で ある ｡
第2次世界大戦後 ､ こ の エ ル ツ 地方は ､ 東
ドイ ツ に なり1990年東西 ドイ ツ が統 一 される
まで 共産主義社会の政治体制が続く ｡ 1950年
代に起 こ っ た最初の 経済再建期に , 束 ドイ ツ
の 政治方針は手工 業者 たち に対 して , 地域の
同業者の つ ながりの な か で生産共同組合を設
立する勧告を した ｡ 1958年 ､ オ ル ベ ル ン ハ ウ
の ロ ク ロ 細工 マ イ ス タ ー たちは , 生産共同組
合 ｢オ ル ベ ル ン ハ ウ ･ ロ ク ロ 細工工 房｣ を設
立した ｡ こ の 熟練 し た マ イ ス タ ー たちは独自
の 販売戦略の 構築 , すなわち国内市場 と同様
に 高度に 発達し た資本主義的工業国 へ の輸出
をも目的と し た戦略を考えて い た ｡
ライ プチ ツ ヒ で行われ るグ ラ シ - ･ メ ッ セ
見本市で円熟 したデ ン マ ー ク や ス ウ ェ ー デ ン
の 優れたデ ザイ ンや極上の 材料を使用 した家
具に 触発 され ､ 外国の 木材た と えばイ ロ コ ､
カ ム バ ラ などア フ リ カ 産の物を輸入 し , 利用
し た｡ そ して 耐久性 の あ るイ ロ コ 材か ら製作
し た ロ ク ロ細工 人形は卓上容器と して も評判
が よく ､ 外国の輸入業者もそれを認め た ｡ そ
の 後 ロ ク ロ 職人の 中か ら マ イ ス タ ー 試験 に 合
格する者も多く出て ､ 1988年に は83人の ロ ク
ロ 職人を数えるように な っ た c そ してオ ル ベ
ル ン ハ ウの ロ ク ロ 工房は熟練し た マ イ ス タ ー
たちに より教育熱心 な組織と なり , 遠く ドレ
ス デ ンやオ ー バ ー ベ - レ ン ブル グか ら も学 び
に来 る者も い た ｡ し か し ､ 1990年10月 ､ 東西
ドイ ツ の 再統 一 で 社会経済構造改革は , こ の
共同組合の 解散 と い う 結果をもた ら した が ､
そ れま で 培 われ た木工 技術は絶 え る こ と な
く ､ 今日まで継承されて い る ｡ こ の ような経
過をたどり ､ 今日の オ ル ベ ル ン ハ ウ で の あら
ゆる種類の 木工芸 メ ー カ ー や木工 ロ ク ロ職人
や お もち ゃ の 製造業者 は こ の 町の 産業や経済
に不可欠な部分と な っ た ｡ そ して こ の 町に エ
ル ツ 山地工芸家の 協会や お もち ゃ 製造業者連
盟の 本部が置か れて い る事実は , 豊か な伝統
才支術と確か な経主剤二育まれて い る こと を表 し
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て い る ｡ オル ベ ル ン ハ ウの 中心に あるテ イ ボ
リ公園の 道路に面して 立ち並ん で い る切り妻
屋根の 二階建ての 建物の 一 角に ､ こ の 町の歴
史を紹介し た博物館がある ｡ こ こ に は , オル
ベ ル ン ハ ウの 周辺の 自然 , 自生 して い る樹木
や草花 などの 植物 ､ また生息す る動物などの
展示品 ､ 13､ 14世紀盛ん で あ っ た銀や銅の 採
鉱の 歴史を現 した ､ 当時の建物や大型施設 の
模型 , 実際使 っ た聖や ハ ン マ ー などの 工具類
また冶金に 使用し た道具類などと ､ 180年代
か ら こ の 町で盛 んに な っ た木工産業 に 関わる
もの が陳列されい る ｡
また隣接す る町サ イ フ ェ ン は ､ 木製おもち
や を作 る町して世界的に有名な町で ある ｡ こ
こ で作 られる おもち ゃ の 中で も､ て っ ぺ ん に
プロ ペ ラを付けた ク リ ス マ ス ピ ラ ミ ッ ドは ､
18世紀頃の ク リス マ ス で は唯 一 の 飾りで あ っ
た ｡ 最初の 頃 は花を飾 っ た植木鉢やろうそく
を灯 しただけの 簡素なもの だ っ たが , 19世紀
に 入 る と ク リ ス マ ス ツ リ ー と共に ク リ ス マ ス
ピラ ミ ッ ドの 飾りは華や か に なり , ザイ フ ェ
ン の 長 い採鉱の歴史を物語 る場面を形づく っ
たもの や クリ ス マ ス にちなん だ物語の おもち
や の 人形 などが飾られるようにな っ た ｡ 町
の メ イ ン ス トリ ー トや路地を入 っ た奥に も玩
具や飾り人形を売る店が並ん で い る ｡ それぞ
れの 店内に は伝統的な形を持ちつ つ ､ 店ごと
に 個性の ある店飾りや特徴の ある人形や おも
ち ゃ ､ また人の 背丈以上の 人形や民家の 屋根
に も届く ほ どの ク リ ス マ ス ピ ラ ミ ッ ドな ど
が ､ 個性豊か に店内外い っ ぱ い に陳列されて
い る ｡ また , 家々 の窓や標識など到る所に飾
り人形の モ チ ー フ や花束が飾られ ､ 町全体が
多く･の 樹木に囲 まれて い る こ と も加わ っ て ､
他の地域とは異り ､ こ じん まりと落ち着い た
和や か な雰囲気を醸 し出しだして い る ｡ そ し
て家々 は , 森に囲まれメ ル ヘ ン の 世界に包ま
れて い るような風景である ｡ また こ の 町に は
木工 ロ ク ロ細工 専門学校が在り ､ 多くの 若者
が 木工 ロ ク ロ の マ イ ス タ ー を目指 して学ん で
108
い る ｡
目を シ ン ポ ジウ ム 会場に移すこ と にする ｡
ロ ク ロ の実演会場は5箇所に 別れ , 6 - 7人が ､
昔の 工場 の 建物の中で , 最新の 木工 ロ ク ロ 機
械を使 い 各自の 趣向を凝 らし た作品を制作す
る ｡ そ して ､ 一 般 の 見学者たちは ､ それぞれ
の実演者の場所に集まり質問を交わしなが ら ,
木材が削られて形になる様子を眺めてい る｡
私 の 隣の 実 演 者 は地 元 の ま だ 若 い マ イ
ス タ ー で巧み に刃物を使い 器を作 っ て いく ､
またその 横 で は ､ オ - ス ト ラ リア か ら来た テ
リ ー ･ マ ー テ ィ ン が直径30c m長 さ40c m程も
ある木材を回転させ , バ リ バ リ と物凄い 音を
立て な が ら削り ､ 器を造る ｡ 材料に対 して ､
刃物を当て る角度 は , 我々 の 方法と は異 なり
上向きで ､ 材料の 固定 も左右両方か ら中心を
支えて 固定する方法が用い られて い る ｡
他 の会場 で は 各自が得意の才支術を披露して
い る , 小さな蓋物の 容器を作る ベ テ ラ ン ロ ク
ロ 師 ､ ラ イ トの光 が透ける程薄い器を作 る人 ､
また器の 側面に清を付けそ こ に金属の 錫を固
着さ せ て 装飾 と す る才支法を 見せ る 人 な ど ､
様々 な才支を紹介して い る ｡
私も ､ 用意 された ロ ク ロ 機械を普段使 っ て
い る椅子式に改良 してもら い , 刃物を置く台
を新 たに 作り ､ 用意された タ モ 材で お椀を制
作 し た ｡ なぜ椅子 に座 っ てや るの か , 刃物は
ど こ で手 に 入れるの か , 作 っ て い る物は何に
使う の か ､ と い っ た こ とを ドイ ツ 語で 質問を
受けた が ､ それ ら の 質問は 通訳の 人が い ろ
い ろ手振りなどを交えて説明してくれ た ｡ そ
して完成 したお椀を皆さん大切 なもの を包み
込 むように 手に取 っ たり して眺 めて い た ｡ そ
の お椀は地元の 木工 ロ ク ロ 専門学校の 学生や
観客に記念と して , プ レ ゼ ン トをした ｡
また会場広場の 真申に は テ ン ト張りの 場所
があり ､ そ こ で は古代ロ ク ロ の 実演が 行われ
て い た ｡ 紀元前300年頃の エ ジ プトの 壁画に
見られる ロ ク ロ 作業の レ リ ー フが現在歴 史的
に見て最古の もの とされて い る ｡ *JLの 軸が
縦型 ロ ク ロ 方式で 片方 の 人が綱を引い て軸を
回転させ , もう片方 で刃物を当て て削っ て い
る様子が残されて い る ｡ 時代が下り ､ ヨ ー ロ
ッ パ で , 文献に残されて い るもの では , 木の
枝の 弾力を利用し中心 の軸を横位置に し ､ 足
で ペ タ ル踏 む形で 回転運動を起 こす方法が あ
る ｡ また横軸に , 弓状に 張 っ た紐を数回巻き
つ けそれを前後 に 動 か すこ とで 軸を 回転 さ
せ ､ その 軸に手と足の 指で固定 した刃物を当
て なが ら削り, 椅子の 脚の よう な棒状の もの
を作 る方法もあ っ た｡ 日本 で は ､ 弥生時代の
後期 か ら明治の 初期まで 一 人が主軸に巻き付
けた綱を引き片方の 人が刃物 で削る二 人引き
ロ ク ロ 形式で 行われて い歴 史があ っ た ｡ 現在
で は ､ 電動力で 主軸を回転 させて い るの で こ
の様 な方法で は行われて い な い ｡
古代 ロ ク ロ の実演者イ ギリ スの ロ ン ･ ウ ッ
ドは ､ 古代ロ ク ロ の学術的研究 テ ー マ の 中 で
文献をもとに して 実用の 木工 ロ ク ロ 機械を復
元した ｡ そ して それを使い こ なす技をも習得
し ､ こ の シ ンポジウ ム で観客に披露して い た ｡
使用する刃物 もいろ い ろ な文献を参考に , 独
自で鍛造 し使用 して い る ｡ 刃物の 形は現在の
木工 ロ ク ロ で使用 して い る平バ イ トと違 い 刃
先 は深 い カ ー ブ状に 湾曲して い る ｡ これは日
本の木工 ロ ク ロ の 刃物と類似 して い る ｡ 実演
は , 器を造 る材料の 中心を左右か ら軸棒を使
っ て挟 ん で固定する ｡ そ して 軸棒に巻 きつ け
た上下の紐を木 の枝の弾力と足 で ペ タ ル を踏
Dr e chs el Sym po siu m
｡ 2 00 0 に参加して
む方法を使 っ て引 っ 張り器の 材料を交互に回
転させ ､ 棒状の鋼 に 長 い 木製の柄を付けた刃
物を脇に 抱えて巧み に 切削角度を調整 しなが
ら削り ､ 器を追 っ て行く ｡ これはまさに , か
らだ全体を使 っ た ｢もの 作り｣ と言 えよう｡
こ の 様に して造 られた物は ､ 現在の高度な
木工 ロ ク ロ 技術で つ く るもの や洗練されたも
の と比 べ ､ 素朴で 一 味適 っ た親しみ の あるも
の を感じ させ る ｡ それは , い わゆ る手仕事の
原点と言えよう｡ こ の様 に , 現在まで に 至 っ
た木工 ロ ク ロ の 歴史的経過を知る と い う意味
に お い て ､ 古式 ロ ク ロ の復元 ､ 実演は興味深い
ことであるとともに大切な ことであると思う｡
また同じ広場 の 一 角で は , 子供たちを対象
に した ロ ク ロ の 体験 コ ー ナ ー が設けら れて い
る ｡ これか らの ロ ク ロ 職人を目指して 一 生懸
令 , 回 っ て い る木に 耳掻きの ような小さな 刃
物を当て て削っ て い る ｡ 時々 刃物の先が木に
食 い 込む が , す ぐに 回転が止まる安全な仕組
み に な っ て い る ｡ ドイ ツ の 教育制度は ､ 15歳
まで義務教育 であ るが ､ 5年目か ら , ハ ウ プ
ト シ ュ ー レ ( 卒業後､ 就職 して 職業訓練を受
ける者が 入 学する ｡ 通常5年制)､ 実科学校
(卒業後 ､ 上級の 職業専門学校 へ 進 む者や中
級 の 職に就く者が 入 学する ｡ 6年制)､ ギム
ナ ジ ウ ム (将来 ､ 大学進学を志望する者が入
学す る ｡ 9年制) に 分 か れる ｡ ど の コ ー ス に
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進むかは学校と親とが相談 して決め る ｡ こ の
様 に 年少の 頃 か ら将来 の 方向を決め て進 む ｡
さらに , それぞれその 上の 教育機関 , ハ ウプ
トシ ュ ー レを卒業 し就職して か ら学ぶ職業学
校｡ また実科学校を卒業して進学する上板 の
職業専門学校などがある ｡ しか し近年は この方
向 へ の進学者は減少して いるとい うことだ｡
ドイ ツ で は ､ 古く か ら各職種に マ イ ス タ ー
制度があり , 今も確実に息づ い て い る ｡ そし
て職業専門学校卒業後 , それぞれの 専門分野
に お い て独立 して職業 し マ イ ス タ ー に な るに
は ､ さ らに高度 な職業 と技術を身に つ け ､ マ
イ ス タ ー 試験 に合格しなければならない ｡ こ
れに よ っ てその職業に 対する社会的 ､ 経済的
地位が保証されて い る ｡
マ イ ス タ ー の資格と仕事の 領域は 一 般の も
の と は区別され ､ 仕事内容によ っ てもその 範
囲が確立されて い る ｡ こ の こ とにより ､ 賃金
の 面に お い ても資格の有無 で ､ 格段に差があ
り ､ 高度な技術の習得とその 職業に 対する責
任そ して 後継者の 賓成 や指導が義務づ けられ
て い る ｡
や はり何処 の 産地で も後継者 の 問題は深刻
の よう であり ､ 子供の 頃か ら僅か づ つ でも興
味を与え ､ 将来 に繋げる期待を模索して い る ｡
そ して過去か ら伝えられたもの を作る方法を身
をも っ て休験させて示すことは重要である｡
別の 建物 に は , オ ル ベ ル ン ハ ウ も含まれて
い るザ ク セ ン 州唯 一 の 工 芸 関係 の 大学 で あ
る ､ ツ ヴ イ ツ カ ウ大学応用芸術学科木材造形
専攻の 学生の 学習課題 の デ ザイ ン パ ネ ル と制
作作品が展示 してあ る ｡ 作品は , ｢動 き｣ を
テ ー マ と し ､ 例 えば風 に た なびい て動くと か ､
回転して動くなど各自の 独創的なア イ ディ ア
で 主に 木材を 剛 ､立休構成 し た作品で ある ｡
もち ろん要所に は ロ ク ロ で作 っ た回転体が用
い られてい る ｡ また回転休に よる自由な発想
と ア イデ ィ ア 豊か な造形立体の 作品も展示さ
れ ､ ドイ ツ の 造形教育の 一 端を知る こ と が出
来 た｡ さらに 他の 建物には , こ の エ ル ツ地方
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の 動植物 などの 自然環境 , 鉱業産業の 歴 史 ､
伝統工芸品の 製作実演､ 木彫人形 ｡ 木器を初
め と して カ ッ ト模様の ガ ラ ス 製品 , 組紐や レ
ー ス織物などの紹介が行われて い た ｡
会場 の 入り口近く の建物で は ､ 現在こ の 地
域で の 最も重要な木工産業で ある玩具 ､ 人形
の 製作が 行われて い た ｡ 地元の マ イ ス タ ー や
そ の卵たち の実演の場 で ある ｡ ザイ フ ェ ン の
木工 ロ ク ロ 専門学校の学生 ､ こ の 道40年の ベ
テ ラ ンや20年の 中堅の ロ ク ロ 師による経験や
熟錬度の 異なる実演を見る こと が で き ､ 興味
深 か っ た ｡
オ ル ベ ル ン ハ ウの 中心部の か っ て 願士領が
あ っ た敷地の建物は ､ 今回参加 した各国の 実
演者 の制作品展示に な っ て い る ｡ 地元の 作品
を含め て135点の ロ ク ロ の才支術 を駆使 した逸
品が陳列 され ､ 今まで 書籍 などの 資料で しか
目に し た こと の な か っ た外国の ロ ク ロ 製品を
一 同に 観る こ とが 出来 た こと は ､ 今後の 制作
に大変参考に な ると同時に バ ラ エ テ ィ - に富
ん だ形や用途の 作品に感動をし た｡
シ ン ポジウム の 最終日､ 8月5日土曜日午
後6時 ､ ｢テ イ ボリ ｡ コ ン サ ー ト ｡ ダ ン ス ホ
ー ル｣で ､ 参加者や関係者が大勢集ま っ た中 ､
こ の シ ンポジウ ム計画責任者 ロ ル フ ｡ シ ュ タ
イ ナル ト氏 か ら展覧会の 受賞者 へ の 表彰と外
国か ら の参加者及び開催関係者に 対して この
シ ンポジウ ム の 開催が多くの 人に認 めら , 大
きな反響を得られた こ と など感謝の 言葉があ
っ た o そ して お互 い に もの事を成 し終え充実
した雰囲気の な か で 閉会した ｡
以上の ように ､ ドイ ツ の 一 地方 である オ ル
ベ ル ン ハ ウ やそ の周辺地域が国や州の 協力を
得て ､ 歴史的経過や現在 の社会情勢を踏ま え
自分たちが これか らどの 様に進む べ きか , い
ろ い ろな方法を模索する なか で この シ ン ポジ
ウ ム が 開催され る に至 っ た こ と を強く 感 じ
た ｡ 4 日間の短 い 体験 であ っ たが ､ 次第に衰
退して いく感の よう に言 われい て る こ の木工
ロ ク ロ の世 界であるが ､ 長 い歴史と先人 たち
が培 っ て きた木工 ロ ク ロ の伝統と技術は ､ 洋
の 東西を問わず受け継がれて い る こ と を目の
当たりに見聞する こ とが で きた ｡ 私は こ の シ
ン ポジウ ム に参加 し現在まで木工 ロ ク ロ を続
けてきた こ と に改め て自信と誇りを持つ こ と
が出来 た｡ そ して 皆 ､ 未来 に向か っ て何と し
て で も生き抜 い て 行か ね ばなら な い と･一 生懸
命頑張 っ て い る こ と をひ し ひ し と 身に 感 じ
た ｡
